
TCFD 提⾔に基づく情報開⽰ 
 
 
⼤真空グループは気候変動がビジネスおよび社会に及ぼす影響を理解し、TCFD(*)提⾔に賛同するとともに、気候

変動に関する財務情報の開⽰と管理の向上に取り組んでまいります。温室効果ガスの排出削減⽬標の設定や、定期
的な気候変動リスク評価と適切な管理など、新たなビジネス機会を特定し追求することに注⼒してまいります。 
(*) Task Force on Climate-related Financial Disclosures 「気候関連財務情報開⽰タスクフォース」の略称 
 
私たちは重要な課題（マテリアリティ）である事業領域における「安定供給」と、環境領域における「環境対応」の両

⽴を⽬指します。デバイスを構成する部品点数が少ない電⼦部品において、CO2 排出抑制などの環境対応には製品
設計と⽣産⽅式が重要であり、理想的な製品の条件を以下のように考えています。 
・ 製品サイズを⼩さく／軽くする 
・ 単位⾯積当たりのアウトプットを多くする 
・ 完全フルオート⽣産を可能にする 
・ 外部からの部品調達⽐率を抑える 
 
私たちはこれら理想的な製品を中⼼とする当社オリジナルの取り組みにより、社会的な課題解決を図ります。 

 
 
 

ガバナンス 
 
当社グループは、取締役会が気候変動課題について⽅

針・戦略の決定と監督を⾏っています。効率的な監督のた
め、取締役会はTCFD委員会を設置し、代表取締役社⻑
を委員⻑に、取締役、執⾏役員などで構成しています。 
 
TCFD 委員会は年４回開催され、気候変動の取り組み

を監督し、取締役会に報告します。 
主な決議事項 
 ① 気候変動対策の基本⽅針 
 ② 環境負荷削減と気候変動対策 
 ③ 対策の進捗確認 
 ④ 活動内容の開⽰ 
 
また、全社環境管理委員会も年４回開催し、気候関連リスクと機会について実⾏性評価と⾒直しを⾏っています。 
 
この体制のもと、当社グループでは気候関連リスクにおける移⾏リスクに着⽬し、CO2 削減に対する取り組みを強化す

る⽬的で、「2030 年 チャレンジ カーボンニュートラル "Scope1+2"」を気候変動に関連する共通⽅針として掲げて
います。 
 



戦略 
 
当社は TCFD の提⾔に基づいたフレームワークを参考に、2030 年時点の外部環境の変化と気候変動が当社に及

ぼす影響を分析しています。リスクと機会の分析において、気候変動の緩和に向けた移⾏リスクについては、政策や市
場の移⾏の仕⽅を考慮し、物理的リスクに関しては、気候変動による⾃然災害の頻度と影響を考慮しています。 
 
特定されたリスクと機会に対応するため、10 年⻑期経営計画「OCEAN+2 戦略」に基づき、社会的な課題の解決

に取り組みます。現時点では、影響が⼤きい要素について分析を⾏っていますが、今後は⾃社への財務的な影響につ
いても引き続き分析を進める予定です。 
 
気候変動に関連する主要なリスクと機会 

気候関連リスク／機会 事業活動に与える影響 ⼤真空グループの主な対応 

移⾏リスク 政策／規制 ▶カーボンプライシング 
CO2 排出規制の強化や排出権取引に 
よるコスト増加 

▶⽣産ラインの進化 
－⽣産効率の⾼いフレキシブルライン構築により、製品 

1 個当たりの CO2 排出量を削減 
－Arkh シリーズは WLP 技術を採⽤し、 

⽔晶をウエハ状のまま組み⽴て、単位⾯積当たりの 
⽣産能⼒を増やし、CO2 排出を抑制 
 

▶⼈⼯⽔晶の育成⽇数短縮と育成炉の省エネ化により、 
エネルギー消費量を削減 
 

▶カーボンニュートラルに向けた取り組み 
「CO2 回収モジュール」の開発にチャレンジ 
 

▶燃料転換による CO2 排出抑制 
ボイラー等の電気化転換 
 

▶環境価値電⼒の調達／調達⽐率の向上 

市場 ▶顧客⾏動の変化 
製品に対する省エネ、⼩型軽量化など 
の低炭素対応を顧客から求められる 

▶⼩型／軽量製品による CO2 排出量削減 

物理的リスク 急性 ▶気候変動により台⾵・集中豪⾬が増加 
し、事業場の浸⽔および周辺道路の 
冠⽔など⾵⽔害が発⽣ 

▶⽣産ラインの進化 
機種を問わず⽣産可能なフレキシブルラインの構築に 
より、⾵⽔害発⽣時のリスク対応を強化 

機会 
 

製品および 
サービス 

▶低排出量製品の売上伸⻑ ▶低排出量デバイス Arkh シリーズの開発 

エネルギー源 ▶⼩型／低消費電⼒を実現した製品に 
より CO2 排出量を削減 

▶⼩型／軽量の⽔晶デバイスの開発 
▶低消費電⼒の⽔晶デバイスの開発 

レジリエンス ▶⽣産ラインの進化による⾵⽔害に対する 
レジリエンスの強化 

▶⽣産ラインの進化 
機種を問わず⽣産可能なフレキシブルラインの構築に 
より、⽣産拠点のレジリエンスを強化 
 

▶外部調達⽐率を低減し、サプライチェーンの混乱に左右
されないキープロダクト Arkh シリーズの顧客提案 
 

▶樹脂モールド化 
Arkh シリーズを内蔵することで可能となり、需要の増加
に伴うパッケージ材料の供給懸念を解決 



リスク管理 
 
当社グループでは、リスク予防に重点をおいた全社リスクマネジメント体制を構築／推進しています。取締役および執

⾏役員から責任者を選任しており、事業の継続・安定的発展を確保するために気候関連リスクだけでなく、さまざまなリ
スクの識別／把握を⾏っています。 
 
リスクへの対応に関して、私たちはサステナブル企業として持続的に成⻑するために、⼤真空の強みを最⼤限に活かし、

重要な課題（マテリアリティ）である事業領域における「安定供給」と環境領域における「環境対応」を解決し、両⽴さ
せていくことを⽬指します。 
 
 
⽬標と指標 
 
当社グループは地球環境との調和を常に意識した活動を通じ、新たな価値を⽣み出し続け、エレクトロニクス社会の

発展とサステナブル社会の実現に貢献します。 

1. 2030 年度⽬標／⽬標値 
 2030 年 チャレンジ カーボンニュートラル ”Scope1+2” 
 環境に配慮した製品を安定的に提供し続け、CO2 排出削減に取り組みます。 
 

2. 2050 年度⽬標／⽬標値 
 2050 年までにカーボンニュートラルの実現を⽬指します。 
 

3. 具体的な削減施策 
i. 環境負荷低減製品の開発  当社オリジナル製品 Arkh シリーズの開発 

    ⼩型 CO2 回収モジュールの開発 
ii. 製造プロセスの⾒直し   ⽔晶ウエハの⼤判化、フレキシブルラインの構築 

    ⼈⼯⽔晶の育成⽇数の短縮 
iii. 再⽣可能エネルギーの導⼊  環境価値電⼒の調達 

     太陽光パネルの設置 
iv. 環境負荷の少ない先進設備の導⼊ 産業⽤ヒートポンプの設置 

     （燃料転換による CO2 排出抑制） 
v. その他省エネ活動 
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